
 
 
 
 

 

2023 年 10 月 6 日 

ティーキャピタルパートナーズ株式会社 

 

リコーインダストリアルソリューションズ株式会社の 
オプティカル事業に関する株式譲渡契約の締結について 

 

ティーキャピタルパートナーズ株式会社（取締役社長：佐々木康二、以下「弊社」）と、

株式会社リコー（社長執行役員：大山 晃、以下「リコー」）は、リコーが保有するリコーイ

ンダストリアルソリューションズ株式会社（社長執行役員：竹本 浩志、以下「リコーイン

ダストリアルソリューションズ」）の車載ステレオカメラや光学レンズモジュール等の   

開発・製造・販売を行うオプティカル事業（以下「対象事業」）について、弊社ファンドが

管理・運営する新設会社へ譲渡することで合意し、株式譲渡契約を締結致しました。 

今後、両社は 2024 年 6 月末までに株式譲渡完了を目指します。 

 

対象となるオプティカル事業はリコーインダストリアルソリューションズの主力事業の

一つとして、リコーグループで培われてきた競争優位性の高い光学技術により ADAS（先進

運転支援システム）の基幹部品である車載ステレオカメラの開発に成功し、現在、国内でも

高い市場評価を得ております。同技術は、フォークリフト等向けの産業用ステレオカメラの

開発など新領域への拡大も見込まれております。また、光学モジュールについては、超短焦

点レンズの独自技術を活かして、レーザーTV や PGU（Picture Generation Unit：車載 HUD 内

部の画像生成ユニット）向けへの納入を進めております。 

弊社と致しましては、数多くの投資実績によって蓄積された経営ノウハウをはじめ、人材

投資、マーケティング支援等の立案・実行支援を提供することで、経営陣と共に対象事業の

更なる企業価値の向上を目指して参ります。 

 

【対象事業の概要】 

リコーインダストリアルソリューションズの主力事業の一つである、車載ステレオカメラ

や光学レンズモジュール等の開発・製造・販売を行うオプティカル事業 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

ティーキャピタルパートナーズ株式会社 

電話 03-5223-3516 

・シニアディレクター   車 将之 

・シニアヴァイスプレジデント  鈴木 健太 

・シニアヴァイスプレジデント  滝川 祐侑 


